
栃木労働局

発生年月 事故の型 業種

時間帯 起因物 事業場規模

平成31年2月 墜落・転落 土木工事業

9～10時 トラック 10～20名

平成31年3月 転倒 その他の土石採取業

10～11時
整地・運搬・積
込み用機械

30～40名

平成31年4月 挟まれ、巻き込まれ 機械器具製造業

9～10時 フライス盤 10名未満

令和元年５月 転倒 その他の製造業

14～15時 フォークリフト 10名未満

令和元年５月 交通事故
その他の小売

業

1時～２時 トラック 10名未満

令和元年５月 交通事故 その他の小売業

18～19時
乗用車、バス
バイク

20～30名

令和元年７月挟まれ、巻き込まれ その他の建築工事業

10～11時 トラック 10名未満

令和元年８月挟まれ、巻き込まれ 食料品製造業

15～16時
その他の装置、設

備 140～150名

令和元年９月挟まれ、巻き込まれ 木製家具製造業

1～2時 産業用ロボット 120～130名

令和元年９月 おぼれ 警備業

23～24時
その他の仮設物、
建築物、構築物等 130～140名

令和元年10月 墜落、転落 ビルメンテナス業

８～９時 階段、桟橋 10～20名

令和元年10月挟まれ、巻き込まれ産業廃棄物処理業

9～10時 動力伝達機構 40～50名

令和元年　栃木県内における死亡労働災害発生状況

番号

1

災害の概要

　トラックの荷台上でクレーンを用いて荷下ろし作業中に、荷を
吊ったロープが切れ、その衝撃で、地面に墜落したもの。

＊令和元年確定値

2

5

　解体工事現場において、解体作業中にバックで移動してき
たトラックに轢かれたもの。7

3

　ホイールローダーを運転して走行中に、路面脇の地山に乗り
上げ、車体が横転し、当該機械に挟まれたもの。

　フライス盤を用いた加工作業中に、フライス盤の回転部分に
巻き込まれたもの。

9
　自動化装置にて加工作業中、自動材料投入機に頭部を挟ま
れたもの。

　トラックで高速道路を走行中に、前方を走行中の大型トレー
ラーに追突し、助手席に乗っていた被災者が死亡したもの。

4
　フォークリフトを用いてフレコンバッグを運搬中に、フォークリ
フトが横転し、下敷きになったもの。

8
　電動移動式鉄製ラックの隙間内で作業中に、他の作業員が
被災者に気づかず当該ラックを移動させ、当該ラックに挟まっ
たもの。

6
　原動機付自転車で配達先に向かう途中、信号のない十字路
交差点を直進する際、右方より走行してきた普通乗用自動車と
衝突したもの。

10
　濁水でほぼ満水となった集水桝（縦横55ｃｍ、深さ１．２ｍ）内
に上半身を前に屈めた状態で沈んでいた被災者が発見され
たもの。

11
　工場の清掃作業で、階段を下りながらモップ掛けしていたと
ころ、９段目（高さ１．８ｍ）からバランスを崩し、踊り場まで転落
したもの。

12
　汚泥を分離する装置の原動機のプーリーとチェーンとの間に
右大腿部を巻き込まれたもの。



令和元年10月 交通事故 社会福祉施設

14～15時
乗用車、バス
バイク

190～200名

令和元年10月 崩壊、倒壊 採石業

14～15時 トラック 40～50名

令和元年11月 崩壊、倒壊 その他の小売業

14～15時 地山、岩石 40～50名

令和元年12月 墜落、転落 建設業

８～９時
屋根、はり、も
や、けた、合掌

10名未満

16
　木造家屋の解体工事現場における養生作業中、１階屋根の
軒先から３．５ｍ下の地面に転落したもの。

15
　保守点検箇所に向かうため、川沿いの沢を登っていたとこ
ろ、沢が崩壊し、落下してきた岩に挟まれたもの。

13
　軽乗用車を運転中、片側一車線の緩やかなカーブにおい
て、対向車線を走行していたワゴン車と正面衝突したもの。

14
　ダンプカーの荷を下ろすため、ストック場にバックで進入した
際、路肩が崩壊し、ダンプカーごと約７ｍ下のがけまで転落し
たもの。
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